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※地域別構想の詳細については、下田市都市計画マス
タープランをご覧ください。

　

「
身
近
な
自
然
と
歴
史
や
温
泉
を

活
用
し
た
、人
に
や
さ
し
い
稲
生
沢
」

～
地
域
づ
く
り
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基
本
方
針
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①
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地
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車
だ
け
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ら
な
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を
つ
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②
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市
施
設

　

安
全
面
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と
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し
が
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く
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が
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る
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力
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朝
日
地
域
・
浜
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域
の
地
域
別
構
想
に
つ
い
て
、
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載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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市
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下
田

市
都
市
計
画
マ
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版
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覧
で
き
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す
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在
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田
・
本
郷
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稲
生
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朝
日
の
３
地
域
に
て
、
地
域
別
構

想
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現
し
て
い
く
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く
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催
し
て
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ひ
ご
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加
く
だ
さ
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☆①国道 414 号の整備
　（歩道設置など）

☆②河川堆積物の除去

◆②水のきれいな川を維持し、稲生沢
　川沿いや蓮台寺川を歩きやすい環境
　にする。

☆③沿道への花の植
　栽・管理（アダプ
　トプログラムの実
　施など）

整備方針：　　　　　　　　　　取組施策：
◎早期実行プロジェクト　　　　　☆取組中
◆都市マス実践業務　　　　　　　★取組完了
●重点プロジェクト

●①高校や中学校、小学校等の文教施設が
　集まる地区周辺は、地域の状況を踏まえ
　つつ、児童・生徒が安心・安全に通学で
　きる環境づくりを継続して行う。
☆①学校等と連携した通学・送迎時の児童
　・生徒・保護者のマナー教育

◎③市民や来訪者
　が、歩きたくな
　るような空間の
　整備を行う

☆②湯の華小径の
　管理

☆③市民によるシダレモモ
　等花の植栽・管理

●③祭りを継承する。

●①新たな就業環境の創造と空き家対策を図る。

●①稲生沢地域から下田・本郷地域までを、公共交通機関、自転車、徒歩などで巡ることがで
　きる環境をつくり、来訪者の回遊性を高め、公共交通機関の活用機会も増やす。
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●②地震や津波、風水害に負けない地域をつくる
☆②外防波堤の整備

※地域別構想の詳細については、下田市都市計画マス
タープランをご覧ください。
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整備方針：
◎早期実行プロジェクト
◆都市マス実践業務
●重点プロジェクト
取組施策：
☆取組中、★取組完了

☆①伊豆縦貫自動車道
　　の整備

●①伊豆急下田駅がさらに
　　利用しやすくなるよう
　　強化を図る。

●③大川端通りは、旧町
　内と臨海部をネットワ
　ークする空間、みなと
　まちらしい雰囲気が感
　じられる空間として環
　境整備を進める。

●③訪れた人がゆったり過ごせるような工
　夫をする。
☆③プランターなどによる花の植栽
●③来訪者を意識した丁寧な案内看板づく
　りを行う。
●③情報社会に対応した、新たな情報伝達
　手段による誘客を行う。
◎③困っている来訪者に直接声をかけるな
　ど、親切に来訪者をもてなすという精神
　を忘れない。

◆①江戸時代の町割りを残
　す旧町内の道路は、歴史
　的な価値があることから、
　現道を生かした、歩きや
　すい道路の整備を行う。

☆①都市計画道路（( 都 ) 中島大浦線、
　( 都 ) 中原岩下線）の見直し

☆③道の駅や、ま
　どが浜海遊公園
　等におけるイベ
　ントの開催

◆①武ガ浜の再開発地
　区計画地区（旧下田
　ドック跡地）は、道
　の駅や中心市街地と
　連携し、賑わいに結
　びつくような空間の
　形成を図るべく、活
　用を促進する。

◎③みなとまちの文化が感
　じられる大川端通り等を
　通ってもらうための仕組
　みづくりをする。


